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内視鏡的静脈瘤硬化剤注入療法の噴門機能に及ぼす実験的研究
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研究目的

近年, 食道静脈癌に対する内視鏡的硬化剤注入療法
1)

が再び行われるようになってきたが,そ の食道の機能,
とくに LES(lo確 r esOPhageal sPhincteぅに及ぼす影響
についての報告は少ない

21今
回, 内視鏡的に硬化剤を

注入し, LESの 機能のほか, 注入部位の粘膜変化につ

いても実験的に検討したので紹介する.

対象と方法

実験は12時間絶食とした体重10～15kgの 雑種成犬 6

頭を使用し,ま ず,食 道内圧測定と胃食道 PH 31き抜き
検査を施行後,内 視鏡的に硬化剤の注入を行った.注 入

後 2週間, 4週 間の2回にわたり再度内圧測定とPH検
査を行い,同 時に内視鏡で注入部位の粘膜の変化を観察
した。硬化剤注入に際しては OlymPus TCF‐2Dを 使用
し,内 視鏡用注射針から食道胃接合部の日側2cmの 高さ
で, 5%SOdium mOrrhuateを 1カ所2mlず っ左,右 ,
前,後 壁の計 4カ所に注入した。 内圧測定は Arndorfer
McSteen typeの内圧チューブを用い, オ ープンチップ

法で行った。PH検 査は Beckmanの 消化管用 PH電
極を胃内から食道へ 0・5mm/se Cの速さで連続的に引き
抜きながら記録し, 判定は河野の分類

3)に
従った。

結  果

硬化剤注入前の食道粘膜は内視鏡による観察で全て正
常であることを確認した。 2週間後の内視鏡所見では4
頭に注入部位に一致して潰瘍形成がみられ,残 りの2頭
には発赤を伴う半球状の粘膜隆起が観察された.4週 間
後では,以 前に潰瘍を伴った4頭中3頭に潰場の縮小が

観察されたが, 1頭 には依然大きな潰場が存在した.粘

膜隆起を示した2頭中 1頭には新たな潰瘍形成がみられ
たが,他 の 1頭はほぼ正常な粘膜所見を塁した.

硬化剤と入前の6頭の LESP平 均は12.2±3.8mmHg

であったが, 2週 間後では7.9±3.7mmHg,4週 間後で
は10.5±4.4mmHgと なり,注 入前と比べて2週間後の
み有意の低値を示した (P<0・05).PH曲 線では図 1の
ごとく,硬 化剤注入前では逆流陽性の 1頭を除き他は食
道側での急峻な立ち上がりと接合部の口側5cmで もPH
5以上であったが,注 入後では立ち上がりは鈍化し,逆
流陽性は2週間後で4頭 , 4週 間後で3頭であった。
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図 1 胃 食道 PHョ |き抜き曲線

験的に検討した.同 時に観察した食道粘膜の変化は,こ

れまで実験や臨床例
1)で
も報告されているように, 1カ

所の硬化剤注入量2mlで は 6頭 中 6頭 に潰瘍形成か粘膜

隆起の所見が観察された.食 道機能検査からでは LESP

の低下と PH曲 線での逆流陽性例の増加がみられたこ

とから,硬 化剤の注入によって LESの 逆流防止機能の

低下が惹起されると考えられる。しかし,そ れは 2週 間

後で最大であったことから,LESの 機能は次第に回復

する傾向にあることを示唆していると思われる。
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